
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度  事 業 報 告 書

儘聾壁型!題墜ム立員墜区五塾虹

1 事業の成果
令和 2年度は、東京ビデオフェスティパル (TVD 2021と して 75作品を集めて 32作品の人賞作品を

選定。新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、「TV聰021フォーラム」を初のオンラインで開催 (Z∞m
活用)し、ほぼ前回 (TVF2020)同様のプログラムを実施。オンラインにより、遠方の方の参加がしや

すくなったことから、アメリカ、ドイツ、フランスにいる入賞者との対話も実現し、国際的なフォーラ

ムとなった。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用‐【318】 千円)

(2)その他の事業 (事業費の総費用 【    】千円)
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4公開

令和_3年

3月 20日
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70人 318

メディアリテ
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(司会

令和 2年

9月 19日 5人
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一般
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菫異曇
画祭 TW参加作品
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令和 2年
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大冊区産
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PiO

5人

応募者

関係者
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35人

Wh「覇潮 寓換績ぽ鼈域
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書式第 13号 (法第28条関係)

令和 2年度 活動計算書 (その他事業が上1生場合)
事 業 報 告 用
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書式第 15号 (法第 28条関係)

令和 2年度 貸借対照表
事 業 報 告 用
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令和 2年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 市民がつくるT「

1 重要な会計方針

計算書類の作成は、PO法人会計基準  によつています。

(1)欄卸資産の評価基準及び評価方法 …』li世」

定額法

(ただし、現時点で該当資産はありません。

該当有りません。

該当有りません。

該当有りません。

当法人は該当しません。

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引当金の計上基準
・ 退職給付引当金

引当金

(5)消費税等の会計処理

2.事 業別損益の状況

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

科 目

1・ 受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5。 その他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

役員報酬
退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費
会議費
旅費交通費
施設等評価費用

減価償却費
印刷製本費

その他経費計
経常費用計

璽Fヨ 国日 [コ調 事業部門計 目理部□ 合計

504,000

△ 318,402

130.115

130_115

130_11[



■71ヨ 【̂y.胃 宣字方法

4

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要
な事項

事業費と管理費の按分方法

7

8

固定費は全額管理費としています。
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車両運搬具

什器備品

の他の資産
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科 日 Ll適LLl ■:|」朦董1酒ロ
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科 目
計算書類に
計上された
金額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

504,000 ｎ

ｖ

L_里生堅

(活動計算書)

受取会費

活動計算書計

(貸借対照表)

目百五廷副

90,αЮ

その他の事業に係る資産の状況

・・ 。該当する資産はありません。



書式第 17号 (法第28条関係)

令和 2年度 財産日録
事 業 報 告 用
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書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 3年度年間役員名簿 (“ 壼において彼員であつたことがある全員0氏名及び住薔ヌは層薔菫
びにこれらの■についての■●■年慶における●目の有彙を■●した名簿)

特定 人 市民がつくるTVF

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

d以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)
口各役員について、規族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)
住 所 又 は 居 所

前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)氏   名

1

⌒

Q奎ョリ
,監事
コパヤシヒロミチ

令和四離月1日

～令和3年3月 31日

年 月

月

日

ロ年小林 博道

2 監事
サトウヒロアキ

令和2年 4月 1日

～令和3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日佐藤 博昭

3 〇 鮮
サトウミノル

令和2年4月 1日

～令和3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日佐藤 実

4 監事
キタミマサノリ

令和メロ明 1日

～令和3年胡 31日

年 月

月

日

日年北見 雅則

5 監事

アオキツネオ
令和2年 4月 1日

～令和3年 3月 31日

年

年

月   日

月   日青木 恒夫

6 監事

フジモリマサブ
令和2年4月 1日

～令和3年3月 31日

年  月  日

年  月  日藤森 正文

7
⌒

奎ヽ3)藍事
ツダユウジ

令和メロ月1日

～令和3年3月 31日

年 月

月

日

日年津田 雄二

8 監事

I<f,{uR,
令和2年4月 1日

～令和3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日山名 ―郎

9 理 |

ノザフトシオ
令和四円1月 1日

～令和3年3月 31日

年 月

月

日

日年野澤 俊雄

「

□

亜 コ

□□



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立 0事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人_立墨墾2≦二二工三_

氏   名 住 所 又 は 居 所

1
小林 博道
(小林はくどう)

2 佐藤 博昭

3 佐藤 実

4 北見 雅則

5 下村 健一

6 青木 恒夫

7 藤森 正文

8 津田 雄二

9 山名 一郎

10 野澤 俊雄


